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１．研究計画の概要 
本研究では，家電・機械を中心とした組立

産業における省エネルギー・省資源に基づ

いた環境に優しい高効率なモノづくりシス

テムの構築・運用，及びグローバルな競争

社会における競争優位のマネジメントシス

テムの構築を目指す．その実現のため，以

下の３つのサブシステムの実現を目指す． 

（１） 現場力の向上と継続的改善システ

ムの構築 

（２） 自律分散型クローズド・ループ生産

システムの構築 

（３） 省エネルギー・省資源型モノづくり 

人材の育成と雇用の創出 
 

２．研究の進捗状況 
 家電・機械を中心とした組立産業およびサ
ービス分野における省エネルギー・省資源に
基づいた環境に優しい高効率な付加価値形
成システムの構築・運用，及びグローバルな
競争社会におけるマネジメントシステムの
重要要因について以下の点を中心に検討を
行ってきた． 
 
（１）省資源・高効率生産実現のための現場
力向上条件・重要因子の抽出と形式知化 
現場効率化のノウハウ形式知化の検討およ

び、ＰＤＣＡサイクルによる現場力改善マネ
ジメントシステムの調査． 
（２）ものづくり教育の調査と要因整理 

CPD 活動を通した工学教育の現状調査
と課題の整理を行い，人材育成のあり方につ
いて検討． 
（３）グローバル経営における省エネルギ
ー・省資源型モノづくりシステムの提案 
  グローバル環境やシステムの動特性，
様々な不確実性を考慮した環境配慮型モノ
づくりシステムモデルの提案を行った．一般
化モデルの構築をもとに，いくつかのシナリ
オを仮定したシステム分析を行った．  
（４）環境及び製品品質を考慮したマネジメ
ントシステムの評価と最適化 
  製品の品質および環境への影響を考慮
した循環型生産システムおよび再生産シス
テムのモデリングと性能評価および解析を
行ってきた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に研究は進展している。 
(理由) 上述の研究進捗状況に示されている
通り，本研究計画に沿った内容で，グローバ
ル化や環境を配慮した高効率なモノづくり
システムの構築・運用に関する成果があげら
れているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 上記成果をふまえ、さらにより実際の制約
条件を考慮し、最近の技術的動向を把握した
うえで、さらに詳細なモデリングおよびマネ
ジメントシステムの構築提案を行う予定で
ある。 
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